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餅つきの衝撃に

 ワクワクが止まらない！
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11月25日に行われた舘岩幼稚園の餅つき

初めての衝撃を体感

鳥 獣 被 害 対 策 ―
　 　 　 そ れ は 地 域 づ く り

　

平
成
29
年
度
か
ら
、
急
増
し
始
め
た

鳥
獣
被
害
件
数
。
令
和
元
年
度
に
は
、

農
作
物
の
被
害
金
額
が
、
町
全
体
で
約

１
８
７
０
万
円
に
上
り
ま
し
た
。

　

被
害
が
急
増
し
た
大
き
な
要
因
は
、

個
体
数
の
増
加
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し

一
方
で
、
私
た
ち
の
生
活
圏
内
に
鳥
獣

が
侵
入
し
、「
人
と
動
物
の
距
離
」
が

こ
れ
ま
で
に
な
く
縮
ま
っ
て
い
る
状
況

も
あ
り
、
被
害
の
深
刻
さ
は
刻
一
刻
と

度
合
い
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

鳥
獣
が
里
に
あ
ふ
れ
る
こ
と
で
引
き

起
こ
さ
れ
る
問
題
は
、
農
作
物
被
害
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
身
被
害
や
交
通

事
故
、
農
地
や
森
林
の
荒
廃
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

今
や
鳥
獣
被
害
は
、
地
域
に
暮
ら
す

私
た
ち
全
員
の
問
題
な
の
で
す
。

拡
大
の
一
途
を
た
ど
る
鳥
獣
被
害

　

鳥
獣
の
個
体
数
が
増
加
し
、
被
害
が

拡
大
す
る
中
で
、
い
か
に
対
策
を
打
つ

べ
き
か
―
。
防
護
柵
の
設
置
や
追
い
払

い
対
策
な
ど
、
多
く
の
方
が
町
の
支
援

制
度
を
活
用
し
、
鳥
獣
被
害
対
策
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
講
じ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
思
う
よ
う

に
被
害
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
て
い
な
い

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
被
害
が
広
範
囲
に
及
ぶ
状
況

に
あ
り
、
個
人
の
対
策
の
み
で
被
害
を

防
止
で
き
る
水
準
を
超
え
て
し
ま
っ
て

い
る
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
す
。

　

対
策
に
疲
れ
、
あ
き
ら
め
の
気
持
ち
を

抱
い
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、下
を
向
く
の
は
、

も
う
少
し
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　

町
内
に
は
、
地
区
ぐ
る
み
で
対
策
を

進
め
、
広
域
的
な
被
害
防
止
に
取
り

組
む
地
区
が
増
え
て
お
り
、
次
ペ
ー
ジ

か
ら
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
れ
を
機
に
、
鳥
獣
被
害
の
な
い
地
域

づ
く
り
に
向
け
、「
地
区
」
と
し
て
対
策

の
あ
り
方
を
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

１

２

３

４

５

６

【写真①②】  
　サルによるトマトおよびビニール
 ハウス被害（針生区）

【写真③④】  
　シカによる長ネギ被害（中荒井区）
とソバ被害（水無区）

【写真⑤⑥】
 　イノシシによるカボチャ被害（大
豆渡区）と掘り起こし被害（だいくら
スキー場）

サル シカ イノシシ

「
地
区
」
と
し
て
対
策
を
打
つ

　
　
一
歩
目
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う

　　

　 鳥 獣 被 害 対 策 の
　 　 支 援 制 度 を ご 紹 介

補助金額上限 　整備する森林１㌶あたり上限40万円
実施面積上限 　１回の申請につき２㌶まで

補助対象経費 　直営の場合：機材購入費（人件費を除く）
　委託の場合：委託事業費

  3  里山林整備事業（県事業）

　地区が取り組む森林整備に対し、
補助金を交付します。
　鳥獣被害対策を目的とした緩衝帯
の整備に活用することができます。

　　町や県では、地区または個人単位で実施する鳥獣被害
　対策を支援しています。
　　特に、地区単位での取り組みは、支援メニューも豊富
　で、補助率も高く設定されています。まだ活用されてい
　ない地区の皆さんは、活用をご検討ください。

防護柵の種類 維持管理期間
電気柵 　８年

溶接金網（ワイヤーメッシュ）柵 １４年
上記２つを併用した複合柵 １４年

  2  南会津町鳥獣被害防止施設資材貸与事業

　防護柵の設置に必要な資材を町が
貸与します。
　地区単位での申請が必要です。設
置距離に上限はなく、予算に応じて
貸与を受けることができます。

対策の種類
補助率

地　区 個　人
防護柵用資材の購入 全額（上限70万円） 50％（上限15万円）

花火の購入 70％（上限30万円） 50％（上限10万円）

  1  南会津町有害鳥獣被害防止対策事業

　地区または個人が取り組む防護柵
の設置、追い払い花火の購入などに
関わる経費に対し、補助金を交付し
ます。

鳥獣被害鳥獣被害と向き合う

そして

　 対策対策のの 輪輪を広げたい
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鳥 獣 被 害 対 策 ―
　 　 　 そ れ は 地 域 づ く り

Close  up

Close  up

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
①

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
①    

古
町
区

古
町
区

    

キ
ー
ワ
ー
ド
は「
迅
速
さ
」

キ
ー
ワ
ー
ド
は「
迅
速
さ
」

　

昨
年
か
ら
、
地
区
の
東
側
に
位
置
す
る

田
畑
に
、
深
刻
な
鳥
獣
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
水
稲
を
中
心
に
、
シ
カ
や
イ
ノ

シ
シ
の
食
害
に
悩
ま
さ
れ
る
日
々
。「
以
前

か
ら
被
害
は
発
生
し
て
い
た
が
、
ま
さ

か
こ
こ
ま
で
と
は
―
」
と
、
地
区
の
役
員

は
口
を
揃
え
ま
す
。

被
害
を
目
の
当
た
り
に
し

　
　
　
　
　
　
　 

焦
り
が
生
じ
た

迅
速
な
対
応
に
よ
り

　
　
　
　
　
鳥
獣
被
害
対
策
が
進
む

　

地
区
の
総
会
で
は
、
鳥
獣
被
害
へ
の

対
応
が
喫
緊
の
課
題
と
し
て
共
有
さ
れ

ま
し
た
。切
実
な
訴
え
に
応
え
る
た
め
、

地
区
と
し
て
取
り
組
み
を
開
始
。

　

初
動
は
迅
速
で
、
今
年
の
８
月
末
か
ら

県
の
「
里
山
林
整
備
事
業
」
を
活
用
し
、

鳥
獣
の
隠
れ
蓑み

の

と
な
る
不
要
木
な
ど
を

伐
採
。
緩か

ん
し
ょ
う
た
い

衝
帯（
見
通
し
の
良
い
区
域
）

【写真㊤㊧】
　防護柵の設置と不要木など
の伐採は、セットで実施して
こそ真価を発揮します。

対
策
に
踏
み
出
せ
て
い
な
い

　
　
　
　
地
区
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に

　

対
策
の
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
と
な
る
緩

衝
帯
や
防
護
柵
の
整
備
に
迅
速
に
取
り

組
ん
だ
古
町
区
は
、
対
策
を
検
討
さ
れ

て
い
る
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
モ
デ
ル
的

存
在
で
す
。

　

町
や
県
の
支
援
制
度
を
活
用
し
、着
々

と
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
②

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
②    

金
井
沢
区

金
井
沢
区

  　
　
「
人
材
育
成
」
に
着
手

　
　
「
人
材
育
成
」
に
着
手

を
整
備
す
る
こ
と
で
、
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ

の
動
き
出
し
は
鈍に

ぶ

く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
溶
接
金
網
（
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ

シ
ュ
）
柵
と
電
気
柵
を
併
用
し
た
防
護

柵
の
設
置
を
１
年
前
倒
し
で
実
施
。
令

和
3
年
度
中
に
、
距
離
に
し
て
1.5
㌖
の

防
護
柵
を
設
置
す
る
計
画
で
し
た
が
、

す
で
に
約
半
分
の
設
置
を
終
え
ま
し
た
。

【写真㊤】
　古町区を囲むように設置された防護柵。防護柵
を越えられず、野生動物が右往左往した痕跡もあり、
一定の効果を上げています。

　

金
井
沢
区
で
は
、
す
で
に
防
護
柵
や

緩
衝
帯
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
、鳥
獣
対
策
を
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
。

　
「
防
護
」
を
充
実
さ
せ
て
も
、
鳥
獣
の

絶
対
数
が
減
ら
な
け
れ
ば
、
被
害
は
継
続

す
る
。
そ
こ
に
く
さ
び
を
打
ち
込
む

た
め
「
捕
獲
」
の
強
化
に
向
け
た
人
材

捕
獲
の
担
い
手
を
育
成
し

　
　「
防
護
」
と「
捕
獲
」
の
両
立
へ

　緩衝帯や防護柵を設置することで状況は
好転するのか、最初は不安ばかり。しかし、
やればやっただけ、目に見えた成果を実感
できました。
　防護柵に沿った田畑では、被害がなくなった
との声も上がっており、安堵しています。
ただし、対策のカバーが及んでいないエリア
があることも事実。さらに充実した対策に
古町区一丸となって励みます。

古 町 区 長 　 芳 賀  古 町 区 長 　 芳 賀  隆隆
た か おた か お

雄雄   さ ん  さ ん

捕 獲 従 事 者 　 星 　  捕 獲 従 事 者 　 星 　  昭昭
あ き おあ き お

雄雄   さ ん   ㊧  さ ん   ㊧

　 　 　 　 　 　 渡 部  　 　 　 　 　 　 渡 部  亮亮
りょうへいりょうへい

平平   さ ん   ㊨  さ ん   ㊨

育
成
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

桧
沢
川
沿
い
一
帯
は
、
捕
獲
従
事
者

が
少
な
い
地
域
で
、
外
部
の
フ
ォ
ロ
ー
に

頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
時
期
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
経
験
を
基
に
「
金
井
沢
農
地
・

水
保
全
管
理
活
動
組
合
」
で
は
、
捕
獲

を
担
う
有
志
を
募
り
、「
わ
な
免
許
」

取
得
者
を
増
や
す
取
り
組
み
を
継
続
し

て
い
ま
す
。

　
地
区
の
困
難
は
、
自
ら
動
い
て
解
消
さ

せ
る
と
い
う
強
い
意
志
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

【写真㊤】
　設置した「くくりわな」
を定期的に巡回し、状況を
確認。

【写真㊨】
　９月 16 日に捕獲したメス
のイノシシ。かなりの大きさ
であることがうかがえます。

　

高
齢
の
方
は
、
被
害
を
恐
れ
て
作
物

を
作
ら
な
い
。
自
然
と
遊
休
農
地
が
増

え
る
。
鳥
獣
被
害
が
も
た
ら
す
2
重
・

3
重
の
苦
し
み
を
軽
減
し
て
あ
げ
た
い

と
い
う
思
い
。

　

防
護
柵
の
抜
け
道
に
「
わ
な
」
を
設

置
し
、
鳥
獣
が
里
に
侵
入
し
な
い
よ
う

に
と
、
捕
獲
従
事
者
と
し
て
活
動
を
続

け
る
星
さ
ん
と
渡
部
さ
ん
。

　

鳥
獣
の
絶
対
数
か
ら
す
れ
ば
捕
獲
数

鳥
獣
被
害
に
よ
る
苦
し
み
を

　
　
　
　
少
し
で
も
軽
減
さ
せ
た
い

は
微
々
た
る
も
の
。
し
か
し
、
出
没
状
況

に
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
は
で
き
る
。

　

地
区
の
皆
さ
ん
の
相
談
役
と
し
て
認

知
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
、
実
感
さ
れ
て
い

る
様
子
。
安
全
安
心
に
田
畑
と
向
き
合

い
、
平
穏
な
生
活
を
送
れ
る
金
井
沢
区

を
目
指
し
て
、
一
歩
一
歩
進
ん
で
い
き

た
い
と
、
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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渡
部
さ
ん
が
見
つ
め
る
４
枚
の
水
田
。

鳥
獣
被
害
を
実
感
し
た
の
は
、
今
か
ら

４
年
ほ
ど
前
の
こ
と
で
し
た
。
増
え
る

被
害
に「
嫌
な
予
感
」が
頭
を
よ
ぎ
り
、

独
学
で
対
策
を
始
め
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
道
路
側
を
除
い
て
「
コ
の

字
型
」
に
防
護
柵
を
設
置
。
し
か
し
、

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
は
頭
が
よ
く
、
空
い

た
部
分
か
ら
侵
入
し
て
き
ま
す
。

　

続
い
て
、
雑
木
林
の
整
備
に
着
手
。

手
応
え
を
感
じ
た
も
の
の
、
整
備
が
甘
い

と
こ
ろ
を
覚
え
ら
れ
、
結
局
は
鳥
獣
と

イ
タ
チ
ご
っ
こ
。

　

で
き
る
こ
と
を
尽
く
し
て
も
、
周
辺

一
帯
の
整
備
が
追
い
つ
か
な
け
れ
ば
、

効
果
は
薄
い
と
感
じ
、
大
き
な
枠
組
み

で
動
く
必
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

個
人
で
の
戦
い
に
限
界
を
感
じ
た

　
　
　
　
　
　
　
４
年
前
の
記
憶

は
な
く
、
地
区
全
体
の
課
題
で
あ
る
こ

と
を
共
有
す
る
意
図
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

幅
広
い
世
代
が
参
加
す
る
姿
を
見
て

「
俺
は
う
れ
し
か
っ
た
ん
だ
」
と
、
渡
部

さ
ん
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

課
題
や
意
識
を
完
全
に
共
有
す
る
ま

で
は
、
も
う
少
し
時
間
が
か
か
る
か
も

し
れ
な
い
。
た
だ
、
長
野
区
が
「
出
発

点
」
に
立
っ
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。

鳥 獣 被 害 対 策 ―
　 　 　 そ れ は 地 域 づ く り

鳥獣被害対策の鳥獣被害対策の

意 義 を知るを知る

渡 部  渡 部  一一
か ず おか ず お

男男 さ ん（ 長 野 区 ）さ ん（ 長 野 区 ）

大
切
な
の
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

　
　
　
　
気
付
い
た
と
き
が
出
発
点

　

今
年
の
夏
、
長
野
区
は
総
出
で
防
護

柵
の
設
置
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
地
区

役
員
や
耕
作
者
の
み
な
ら
ず
、
消
防
団

や
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
も
参
加
。

　

鳥
獣
対
策
は
耕
作
者
だ
け
の
課
題
で

　
「
農
作
物
を
守
る
」
だ
け
で
は
な
い
。

子
ど
も
た
ち
や
お
年
寄
り
の
人
身
被
害

を
防
ぐ
た
め
、
夜
間
の
接
触
事
故
を
解

消
す
る
た
め
、
代
々
受
け
継
い
で
き
た

景
観
を
維
持
す
る
た
め
な
ど
、
住
民
の

生
活
に
直
結
す
る
要
素
が
多
い
こ
と
を

理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
ま
ず
は
、
鳥
獣
対
策
と
い
う
言
葉
が

持
つ
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る
こ
と
が
第
一

歩
。
鳥
獣
被
害
対
策
＝
地
域
づ
く
り
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
共
有
で
き
れ
ば
、
住
民

が
自
発
的
に
参
画
し
て
く
れ
る
。
そ
ん
な

長
野
区
に
し
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い

よ
な
。」
と
、
真
剣
に
語
る
渡
部
さ
ん

の
目
は
、
将
来
の
長
野
区
を
見
据
え
て

い
ま
し
た
。

鳥
獣
被
害
対
策
を
進
め
る
意
義

　
　
　
　
そ
れ
は
生
活
に
直
結
す
る

　　　鳥獣被害対策
　　　実践フォトグラフ

　　11 月 22 日、住民総出で防護柵の設置作業を実施した
　田部区。「鳥獣被害対策＝地域づくり」という意識が共有
　され、地域のために汗を流す皆さん。
　　慣れない作業でも、声を掛け合いながら取り組む姿を
　パシャリ。元気いっぱいの「田部区」ここにあり！

鳥獣被害がなく、笑顔で暮らせる地区にしたい。
　　　　　地区の話し合いから ― 「想いをカタチに」

    【問合せ】
    　農林課　林政係　　　  電話 0241-62-6220　　　　　　　  舘岩総合支所  振興課  農林建設係　電話 0241-78-3340
    　伊南総合支所  振興課  農林建設係　電話 0241-76-7716　　南郷総合支所  振興課  農林建設係　電話 0241-72-2113

　住民が一丸となって鳥獣被害対策に取り組んだ地区では、確実に被害が減少しています。しかし、町全体ではいまだに
多くの被害が発生しており、対策の輪を広げる必要があります。
　まずは、地区の話し合いから始めてみませんか。町では、各種被害対策をはじめ、地区の合意形成も支援しています。
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町功労者表彰式

町政の進展に貢献された方々を表彰

　町功労者表彰は、政治・経済・教育・文化・社会福祉など、さまざまな分野で町政の進展に寄与し、町民の模範と認め
られる方々をたたえ、豊かで明るい町づくりを目指すことを目的に開催しています。令和２年度の表彰式は、11月24日に
町役場本庁舎正庁で行われました。

■
功
労
表
彰

　

青
柳　
正ま

さ
の
り則　

さ
ん（
道
城
）

　
　

昭
和
56
年
4
月
に
旧
伊
南
村
消
防
団

　

に
入
団
以
来
、
37
年
余
り
の
長
き
に
わ

　
た
り
消
防
団
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

平
成
31
年
4
月
か
ら
は
、
南
会
津
町

　

消
防
団
支
団
長
の
重
責
を
担
い
、
消
防

　

団
員
の
育
成
を
は
じ
め
、
組
織
強
化
に

　

豊
富
な
手
腕
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　

星　
　

敏と
し
ゆ
き之　

さ
ん（
戸
中
）

　
　

昭
和
56
年
10
月
に
旧
舘
岩
村
消
防
団

　

に
入
団
以
来
、
38
年
余
り
の
長
き
に
わ

　
た
り
消
防
団
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

平
成
19
年
12
月
か
ら
は
、
南
会
津
町

　

消
防
団
副
支
団
長
の
重
責
を
担
い
、
消
防

　
団
員
の
育
成
を
は
じ
め
、
組
織
強
化
に

　

豊
富
な
手
腕
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　

酒
井　
宏ひ

ろ
ゆ
き幸　

さ
ん（
下
山
口
）

　
　

昭
和
61
年
７
月
に
旧
南
郷
村
消
防
団

　

に
入
団
以
来
、
33
年
余
り
の
長
き
に
わ

　
た
り
消
防
団
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

平
成
26
年
4
月
か
ら
は
、
南
会
津
町

　

消
防
団
副
支
団
長
の
重
責
を
担
い
、
消
防

　
団
員
の
育
成
を
は
じ
め
、
組
織
強
化
に

　

豊
富
な
手
腕
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

■
功
績
表
彰

　

湯
田　
豊と

よ
じ
ろ
う

次
郎　
さ
ん（
藤
生
）

　
　

上
野
第
二
納
税
貯
蓄
組
合
長
と
し
て

　

21
年
間
在
職
さ
れ
、
納
税
貯
蓄
組
合
の

　

運
営
や
、
町
税
な
ど
の
期
限
内
納
付
に

　

尽
力
し
、
町
財
政
の
健
全
化
に
貢
献
さ

　

れ
ま
し
た
。

　

馬
場　　
誠ま

こ
と　

さ
ん（
白
沢
）

　
　

平
成
２
年
５
月
に
旧
伊
南
村
消
防
団

　

に
入
団
以
来
、
30
年
余
り
の
長
き
に
わ

　
た
り
消
防
団
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

平
成
５
年
４
月
お
よ
び
平
成
18
年
３
月

　
か
ら
２
回
に
わ
た
り
南
会
津
町
消
防
団

　

部
長
の
重
責
を
担
う
な
ど
、
消
防
団
員

　

の
育
成
を
は
じ
め
、
組
織
強
化
に
豊
富

　

な
手
腕
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

各
分
野
で
町
政
の
進
展
に
貢
献
さ
れ
た

　
皆
さ
ん
の
、
ご
功
績
と
ご
尽
力
に
感
謝

　

し
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

10
月
19
日
、
高
齢
者
叙
勲
「
瑞
宝

双
光
章
」
を
め
で
た
く
受
章
さ
れ
た

星
利
弘
さ
ん
へ
の
伝
達
式
が
長
野
区

の
ご
自
宅
で
行
わ
れ
、
星
教
育
長
か

ら
勲
記
お
よ
び
勲
章
が
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

　

星
さ
ん
は
、
昭
和
30
年
12
月
に

舘
岩
村
立
舘
岩
中
学
校
（
現
南
会
津

町
立
舘
岩
中
学
校
）
の
教
諭
と
し
て

教
員
生
活
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。

　

平
成
4
年
3
月
に
田
島
町
立
田
島

第
二
小
学
校
（
現
南
会
津
町
立
田
島

第
二
小
学
校
）
の
校
長
と
し
て
退
職
を

迎
え
ら
れ
る
ま
で
、
36
年
4
カ
月
の

長
き
に
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

が
持
つ
特
色
や
児
童
・
生
徒
の
特
性

に
合
わ
せ
た
教
育
を
模
索
し
な
が

ら
、
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
の
成
長

を
見
守
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
り
良
い

教
育
環
境
を
提
供
す
る
た
め
、
学
校

経
営
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回

の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

高
齢
者
叙
勲

　   

性
格
や
特
性
を
生
か
す
教
育

　
　
星
　
利と
し
ひ
ろ弘  

さ
ん
（
長
野
）

　
　 

　
　「
瑞ず
い
ほ
う
そ
う
こ
う
し
ょ
う

宝
双
光
章
」を
受
章

勲章と勲記を手にする星さん

栄
え
あ
る
受
章

栄
え
あ
る
受
章

栄
え
あ
る
受
章

大
宅
町
長

酒
井
　

宏
幸
　

さ
ん

星
　
　

敏
之
　

さ
ん

青
柳
　

正
則
　

さ
ん

馬
場
　

　
誠
　

さ
ん

室
井
町
議
会
議
長

星
教
育
長

渡
部
副
町
長

星
公
正

　  

県
議
会
議
員

金
子
市
夫

　  

南
会
津
地
方
振
興
局
長
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　町では、12月上旬から各地区の保健協力員を
通じて、「令和３年度がん検診・健康診査申込書」
を各世帯へ配布しています。
　町民の皆さんが、スムーズに受診できる態勢を
とるため、事前申し込み制を採用していますので、
ご理解とご協力をお願いします。
　また、受診率を正確に把握するため、受診の有無
にかかわらず、申込書の提出にご協力ください。

　　町内に住所を有する16歳以上の方
　※16歳から39歳までの方で、学校や職場を通じ、
　　健康診断を受診する機会のない方を対象とした
　　「若年健診」も実施します。ご不明な点があれば、
　　お問い合わせください。

　　12月25日（金）

がが ん検診・健康診査の申し込みが始まりますん検診・健康診査の申し込みが始まります

 ■ 対象者

    【問合せ】
    　健康福祉課  健康増進係　　　  電話 0241-62-6180
    　舘岩総合支所  町民課  住民係　電話 0241-78-3325
    　伊南総合支所  町民課  住民係　電話 0241-76-7713
    　南郷総合支所  町民課  住民係　電話 0241-72-2225

 ■ 提出期限

「令和３年度がん検診・健康診査申込書」

　　
与
支
払
報
告
書
を

与
支
払
報
告
書
を

　　

    

忘
れ
ず
に
提
出
し
ま
し
ょ
う

忘
れ
ず
に
提
出
し
ま
し
ょ
う

給給
　

所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務
が
あ
る

事
業
主
は
、
法
人
・
個
人
を
問
わ
ず
、

す
べ
て
の
従
業
員
の
給
与
支
払
報
告
書

を
作
成
し
、
提
出
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
ル
バ
イ
ト
や
パ
ー
ト
、
役
員
な
ど

の
身
分
に
か
か
わ
ら
ず
、
前
年
中
に
給
与

を
支
払
っ
た
す
べ
て
の
従
業
員
の
報
告
書

を
作
成
し
、
必
ず
町
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

【
提
出
書
類
】

1
総
括
表

2
給
与
支
払
報
告
書（
1
人
に
つ
き
2
枚
）

3
普
通
徴
収
切
替
理
由
書
（
普
通
徴
収
対

　

象
者
が
い
る
場
合
）

【
提
出
期
限
】

　

令
和
3
年
2
月
1
日
（
月
）

※
早
期
提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

1
町
か
ら
特
別
徴
収
義
務
者
の
指
定
を

　

受
け
て
い
る
事
業
所
は
、
町
か
ら
郵
送

　
さ
れ
た
様
式
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

2
税
制
改
正
に
よ
り
、
給
与
所
得
控
除

　

額
な
ど
が
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

3
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
施
行
に
よ
り
、

　

報
告
書
に
は
、
法
人
番
号
と
個
人
番
号

　
の
記
載
が
必
要
で
す
。

※
ご
不
明
な
点
な
ど
あ
れ
ば
、
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い

   【提出先・問合せ】
   　税務課  町税係
   　　　　　  電話 0241-62-6110
   　舘岩総合支所  町民課  住民係
   　　　　　  電話 0241-78-3345
   　伊南総合支所  町民課  住民係
   　　　　　  電話 0241-76-7712
   　南郷総合支所  町民課  住民係
        　　　　  電話 0241-72-2224

共通券 料金
小・中学生 無料贈呈

高校生 　　５千円
大　人 １万５千円

　　
津
高
原
４
ス
キ
ー
場

津
高
原
４
ス
キ
ー
場

　　

     
     

シ
ー
ズ
ン
券
の
ご
案
内

シ
ー
ズ
ン
券
の
ご
案
内

会会
　

会
津
高
原
４
ス
キ
ー
場（
だ
い
く
ら
、

た
か
つ
え
、
高
畑
、
南
郷
）
で
は
、
町
民

の
方
を
対
象
と
し
た
お
得
な
シ
ー
ズ
ン

券
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

４
ス
キ
ー
場
で
使
用
で
き
る
「
共
通

シ
ー
ズ
ン
券
」
や
、
各
ス
キ
ー
場
に
限
定

し
た
「
単
独
シ
ー
ズ
ン
券
」
を
ご
用
意

し
て
い
ま
す
の
で
、
用
途
や
ご
希
望
に

応
じ
て
、
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

【
購
入
方
法
】

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
載
の
上
、

顔
写
真
２
枚
（
縦
４
㌢
×
横
３
㌢
）
を

添
え
て
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
身
分
証
（
免
許
証
、
保
険
証

な
ど
）
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

・
申
込
書
は
、
取
り
扱
い
窓
口
に
備
え

　

付
け
て
あ
り
ま
す
。

・
共
通
シ
ー
ズ
ン
券
は
、
町
外
在
住
で

　

町
内
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
も
購
入

　

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

    【取り扱い窓口・問合せ】
   　　（株）みなみあいづ
   　　　　　  電話  0241-62-2250
   　　会津高原だいくらスキー場
   　　　　　  電話  0241-64-2121
   　　会津高原たかつえスキー場
   　　　　　  電話  0241-78-2220
   　　会津高原高畑スキー場
   　　　　　  電話  0241-76-2231
   　　会津高原南郷スキー場
  　　　　　  電話  0241-73-2111

単独券 料金
高校生 　　３千円

50歳以上 　　５千円
大　人 １万２千円

シーズン券のイメージ

新新 型コロナウイルス感染症型コロナウイルス感染症　　相談 ・受診の流れ相談 ・受診の流れ
　新型コロナウイルス感染症に感染した恐れがある
場合の相談・受診の流れをご確認ください。

　　かかりつけ医療機関による診療・検査体制が
　敷かれますので、まずは電話でご相談ください。

　　「受診・相談センター」までご相談ください。
　最寄りの適切な医療機関を案内し、受診の調整
　を行います。
　

　　「受診・相談センター」　電話　0120-567-747
　　「一般相談コールセンター」
　　　　　　　　　　　　   電話　0120-567-177

　　※耳の不自由な方は、ＦＡＸをご利用ください。
　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ   024-521-7926

 ■ かかりつけ医療機関がある場合

 ■ どこに相談すべきかわからない場合

 ■ 相談専用ダイヤル

    　【問合せ】
    　　健康福祉課  健康増進係　電話 0241-62-6180

発熱等の症状がある方は、まずはかかりつけ医等の身近な医療機関に
電話でご相談ください。かかりつけ医がいない方、またはどこに相談して
よいか分からない方は、「受診・相談センター」にご相談ください。

【問い合わせ先】 福島県コロナ対策本部 ☎024(521)7262 福島県 新型コロナ相談

新型コロナウイルス
相談窓口

相談専用
ダイヤル 一般相談（コールセンター） ０１２０（５６７）１７７

（平日 ８：30～21：00・休日 ８：30～17：15）
※耳の不自由な方はファックス（０２４（５２１）７９２６）でご連絡ください。

受診・相談センター ０１２０（５６７）７４７
（平日・休日問わず２４時間対応）

※従来の「帰国者・接触者相談センター」はインフルエンザ流行に備えた体制整備のため、令和２年１１月
１日（日）から「受診・相談センター」に名称を変更します。

※受診・相談センター、または診療・検査医療機関を案内する
場合があります。

風邪のような症状、発熱、強いだるさ・息苦しさ
電話相談

診療・検査

かかりつけ医など
身近な医療機関

新型コロナウイルス感染症への感染の懸念
から、医療機関の受診や健康診断を控える
傾向が強まっています。必要な受診や健診
を控えることは、病気の早期発見・早期治
療に支障が出るなど、健康上のリスクを高
めることになります。適切な受診と健診を
心がけましょう！

キビタンからの
お願いです。

診療・検査

案内

電話相談

受診・相談センター

対応できる医療機関

診療・検査医療機関
身近な医療機関、地域外来・検査センター、

帰国者・接触者外来を含む。（　　　　　　　　　　　　　 ）

かかりつけ医がいない・
どこに相談してよいか分からない場合

役 場 か ら の お 知 ら せ
town office information
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シリーズ 33南会津★

ＰＲＩＤＥ

南会津★

ＰＲＩＤＥ

南会津★

ＰＲＩＤＥ
プ ラ イ ド

～町のがんばる企業紹介～

　●会社のＰＲＩＤＥ（誇り）は！

　使用するそば粉は、すべて自家製粉です。そばの実を甘皮ごと
挽き込んだ「挽きぐるみそば粉」を使用するため、そばの風味
が生きています。
　創立から約 250 年。これからも地元に愛され、安全安心な
おいしい麺づくりに努めます。

　●私たちのつくったものは、こんなところで使われています

　当社の商品は、地元小売店や観光施設売店のほか、大手スー
パーや百貨店でも販売し、関東圏まで商圏を拡大しています。
　2019年（令和元年）には、ふくしま満点堂準グランプリと
デザイン賞を受賞したほか、テレビ番組でも紹介されるなど、
認知度向上や販路拡大に努めています。

株式会社 奈良屋

　●私たちの会社は、こんな仕事をしています

　当社は、製麺製造業として、乾麺（裁ちそば、奥会津山芋そば、挽きたて二八、清
しんつるめん

鶴麺）、生麺（生そば、生うどん、中華麺、
餃子の皮）、茹で麺（茹でそば、丸うどん、給食用麵）などの製造販売が主な業務です。そのほか、だんご粉や青きな粉などの
粉類やみそも製造しています。工場併設の自社売店では、自慢の商品を取り揃えていますので、お気軽にお立ち寄りください。

自社売店 乾燥室

ご贈答品 乾麺商品

　【会社概要】　

　　◆代表取締役 ：猪股　裕一　　　　　　　　　◆本社：南会津町田島字田島柳６番地１

　　◆設立：１９７５年（昭和５０年）９月　　　◆従業員数：２３人（男性１３人、女性１０人）　

　　◆ＴＥＬ：０２４１－６２－０１５６　　　　◆ＦＡＸ：０２４１－６２ー２０５４ （奈良屋ＨＰ）

住　所 氏　名 住　所 氏　名 住　所 氏　名

東 京 都 港 区 及川　久之　様 千 葉 県 松 戸 市 福本　直紀　様 埼玉県さいたま市 岡本　英孝　様

東 京 都 足 立 区 渡部　和茂　様 千 葉 県 市 川 市 馬場　雅一　様 埼 玉 県 川 口 市 湯田チサト　様

東 京 都 足 立 区 山﨑　雅也　様 千 葉 県 市 川 市 川﨑　紀明　様 埼 玉 県 越 谷 市 菅家智恵子　様

東 京 都 葛 飾 区 久世　晋司　様 千 葉 県 市 川 市 平尾　剛士　様 埼 玉 県 松 伏 町 市村　　勉　様

東 京 都 江 戸 川 区 込堂　明寿　様 千 葉 県 習 志 野 市 織戸　　隆　様 愛 知 県 み よ し 市 石本　　学　様

東 京 都 江 戸 川 区 三浦　俊雄　様 千 葉 県 柏 市 山本　浩士　様 三 重 県 四 日 市 市 角田　昌弘　様

東 京 都 江 東 区 佐藤　　茂　様 千 葉 県 柏 市 佐々木政秀　様 香 川 県 高 松 市 藪内　廣之　様

東 京 都 江 東 区 久松信太郎　様 茨 城 県 水 戸 市 毛利　仙丈　様 岩 手 県 盛 岡 市 武田　一幸　様

東 京 都 江 東 区 伊東　賢矢　様 栃 木 県 宇 都 宮 市 神谷　昌之　様 宮 城 県 仙 台 市 大瀧　利明　様

東 京 都 江 東 区 五十嵐貞二郎　様　 栃 木 県 宇 都 宮 市 板橋　直亮　様 山 形 県 山 形 市 山川まどか　様

東 京 都 世 田 谷 区 佐々木秀征　様 栃 木 県 宇 都 宮 市 金澤　英紀　様 福 島 県 郡 山 市 伊東　昌明　様

東 京 都 杉 並 区 須田　美雅　様 栃 木 県 宇 都 宮 市 鈴木　淳司　様 福 島 県 郡 山 市 佐藤　勝三　様

東 京 都 杉 並 区 松村やすし　様 栃 木 県 栃 木 市 猿山　　浩　様 福 島 県 郡 山 市 黄　　英雄　様

東 京 都 杉 並 区 古橋美恵子　様 栃 木 県 さ く ら 市 檜山　照美　様 福 島 県 い わ き 市 中川　栄三　様

東 京 都 板 橋 区 月田耕一郎　様 栃木県那須塩原市 小林　　稔　様 匿 名 希 望 １６６件

神 奈 川 県 川 崎 市 河原　　修　様 栃木県那須塩原市 三嶋　康一　様

千 葉 県 千 葉 市 栗原　　勇　様 埼玉県さいたま市 吉澤　昌宏　様

千 葉 県 印 西 市 佐藤美代子　様 埼玉県さいたま市 麥倉　祐一　様

千 葉 県 印 西 市 松橋　　豊　様 埼玉県さいたま市 石川　　淳　様

令和２年１０月１日から１０月３１日までの間に、納税（応援寄附金）いただいた方々をご紹介します。（計２１８件）
ふるさと納税（応援寄附金）ありがとうございます

 　ふるさと納税は、パソコンやスマートフォンからも

 お申し込みができるほか、クレジット決済も可能です。

　　【問合せ】　総合政策課　企画政策係
　　　　　　　　　　電話　0241-62-6210

　南会津地方振興局では、南会津地域の旬な観光
情報などを紹介しているウェブサイト「おいでよ！
南会津。」を通じ、公式ＳＮＳを活用したキャン
ペーンを開催します。
　まずは、ご自身の「Twitter」や「Instagram」専用
アカウントで、「おいでよ！南会津。」をフォローして
みましょう！南会津地域の美しい風景やグルメなど、
お気に入りの写真を投稿すると、抽選で南会津地域
の特産品をプレゼントします。
　なお、必ず #めっけろ南会津 とハッシュタグを
付けて投稿してください。

　　令和３年１月１日（金）～２月28日（日）

ととっておきの１枚を投稿してみませんか？っておきの１枚を投稿してみませんか？

 ■ キャンペーン期間

　　【問合せ】
　　　ＳＮＳキャンペーン事務局：（株）シンク
　　　　　　　　　　　　　電話 0242-37-0123

下 郷 町

南会津の旬な観光情報をお届け中！

【 お問い合わせ】
ハッシュタグ めっけろ南会津 キャンペーン事務局（株式会社シンク）までお問い合わせください。
■ ： サイト「おいでよ！南会津。」のお問い合わせフォームをご利用ください。
■電 話： （株式会社シンク） 主 催 福島県南会津地方振興局

キキャャンンペペーーンン

期期 間間

１１回回目目 ２２００２２００年年１１００月月１１日日（（木木））〜〜１１１１月月３３００日日（（月月））

２２００２２１１年年 １１月月１１日日（（金金））〜〜 ２２月月２２８８日日（（日日））２２回回目目

投投稿稿者者のの中中かからら抽抽選選でで

南南会会津津特特産産品品詰詰合合せせがが

にに当当たたるる!!!!
9900合合計計 名名様様

参加方法

①おいでよ！南会津。の
twitter または Instagram
をフォローしてください!!

②おすすめする南会津の写真を、あなたの
twitter または Instagramに投稿してください。
ハッシュタグ「 #めっけろ南会津」を忘れずに!!

※投稿する際は裏面の注意事項、または サイト「おいでよ！南会津。」

内キャンペーンページの注意事項を必ずご覧ください。

檜枝岐村 只 見 町 南会津町

下 郷 町

南会津の旬な観光情報をお届け中！

【 お問い合わせ】
ハッシュタグ めっけろ南会津 キャンペーン事務局（株式会社シンク）までお問い合わせください。
■ ： サイト「おいでよ！南会津。」のお問い合わせフォームをご利用ください。
■電 話： （株式会社シンク） 主 催 福島県南会津地方振興局

キキャャンンペペーーンン

期期 間間

１１回回目目 ２２００２２００年年１１００月月１１日日（（木木））〜〜１１１１月月３３００日日（（月月））

２２００２２１１年年 １１月月１１日日（（金金））〜〜 ２２月月２２８８日日（（日日））２２回回目目

投投稿稿者者のの中中かからら抽抽選選でで

南南会会津津特特産産品品詰詰合合せせがが

にに当当たたるる!!!!
9900合合計計 名名様様

参加方法

①おいでよ！南会津。の
twitter または Instagram
をフォローしてください!!

②おすすめする南会津の写真を、あなたの
twitter または Instagramに投稿してください。
ハッシュタグ「 #めっけろ南会津」を忘れずに!!

※投稿する際は裏面の注意事項、または サイト「おいでよ！南会津。」

内キャンペーンページの注意事項を必ずご覧ください。

檜枝岐村 只 見 町 南会津町

（Twitter）

下 郷 町

南会津の旬な観光情報をお届け中！

【 お問い合わせ】
ハッシュタグ めっけろ南会津 キャンペーン事務局（株式会社シンク）までお問い合わせください。
■ ： サイト「おいでよ！南会津。」のお問い合わせフォームをご利用ください。
■電 話： （株式会社シンク） 主 催 福島県南会津地方振興局

キキャャンンペペーーンン

期期 間間

１１回回目目 ２２００２２００年年１１００月月１１日日（（木木））〜〜１１１１月月３３００日日（（月月））

２２００２２１１年年 １１月月１１日日（（金金））〜〜 ２２月月２２８８日日（（日日））２２回回目目

投投稿稿者者のの中中かからら抽抽選選でで

南南会会津津特特産産品品詰詰合合せせがが

にに当当たたるる!!!!
9900合合計計 名名様様

参加方法

①おいでよ！南会津。の
twitter または Instagram
をフォローしてください!!

②おすすめする南会津の写真を、あなたの
twitter または Instagramに投稿してください。
ハッシュタグ「 #めっけろ南会津」を忘れずに!!

※投稿する際は裏面の注意事項、または サイト「おいでよ！南会津。」

内キャンペーンページの注意事項を必ずご覧ください。

檜枝岐村 只 見 町 南会津町

（Instagram)

令令 和３年「厄払いみかんまき」中止のお知らせ 和３年「厄払いみかんまき」中止のお知らせ

　　代々受け継がれながら、毎年１月２日に開催　
　している「初老の大厄  厄払いみかんまき」は、　
　実行委員会で協議した結果、中止とさせていた
　だきます。
　　いまだに新型コロナウイルス感染症の収束が　
　見えない状況を踏まえての判断となります
　ので、ご理解賜りますようお願いします。
　　「初老の大厄  厄払いみかんまき」は、みかん
　と一緒に厄を拾い、分担していただくという
　地域に根付くすばらしい風習です。令和３年は、
　町民の皆さんの心の中で厄を拾っていただき
　たく思います。
　　私ども「申酉会」では、町民の皆さんの幸せ
　と新型コロナウイルス感染症の早期収束を心
　から願っております。

　「申酉会」実行委員会　会長　渡部  正博

　平成７年度田島中学校卒業生「申酉会」の皆さん
から、左記のとおりメッセージが届きましたので、
お知らせします。

　年明けは、 心の中で

　「厄」 を拾ってやっぺな！

役 場 か ら の お 知 ら せ
town office information
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ア
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ゆ
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け
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
着
任
し
て
、
は
や

7
カ
月
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行

に
よ
り
、
活
動
制
限
を
受
け
な
が
ら
も
、

で
き
る
こ
と
を
模
索
し
て
、
必
死
に
活
動

を
続
け
る
毎
日
で
す
。

　

私
の
主
な
活
動
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
町
の

「
ア
ウ
ト
ド
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
活
性
化
。

　

大
学
時
代
に
専
攻
し
て
い
た
「
ア
ウ
ト

ド
ア
ラ
イ
フ
」の
知
識
や
経
験
を
生
か
し
、

町
の
ま
だ
見
ぬ
魅
力
を
引
き
出
し
た
い
。

ま
ず
は
自
分
が
楽
し
む
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
毎
日
の
よ
う
に
自
然
の
中
に
足
を
運

ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
お
か
げ
で
、
た
く
さ
ん
の
山
人
・

川
人
・
釣
り
人
に
出
会
い
ま
し
た
。
移
住

者
の
私
に
と
っ
て
、
人
と
の
つ
な
が
り
は

貴
重
な
財
産
。
私
の
活
動
を
応
援
し
て
く
だ

さ
る
皆
さ
ん
に
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は

「
ア
ウ
ト
ド
ア
」
と
い
う
言
葉
に
対
し
て
、

ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
で
す
か
。

　

流は

や行
り
の
ソ
ロ
キ
ャ
ン
プ
や
、
お
う
ち

キ
ャ
ン
プ
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
方
。は
た
ま
た
、

登
山
や
ス
キ
ー
な
ど
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
方
―
。

　

こ
こ
で
、
皆
さ
ん
が
思
い
浮
か
べ
る
で

あ
ろ
う
共
通
の
イ
メ
ー
ジ
を
予
想
し
て
み

ま
す
。
そ
れ
は
「
お
金
が
か
か
る
」
と
い

う
こ
と
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
ア
ウ
ト
ド
ア

用
品
に
は
高
価
な
も
の
が
多
く
、
経
済
的

な
理
由
か
ら
、
ア
ウ
ト
ド
ア
へ
の
挑
戦
に

踏
み
切
れ
な
い
現
状
が
あ
る
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、
私
は
町
の
生
活
文

化
に
、大
き
な
可
能
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

芽
吹
い
た
山
菜
を
採
る
春
。
涼
を
感
じ

に
伊
南
川
で
遊
ぶ
夏
。
紅
葉
に
染
ま
る
山

で
キ
ノ
コ
や
栗
を
探
す
秋
。
寒
さ
に
備
え

て
薪
を
く
べ
る
冬
。

　

長
靴
と
軍
手
が
あ
れ
ば
誰
で
も
で
き
る

生
活
文
化
こ
そ
が
、
今
世
間
に
浸
透
す
る

「
お
金
が
か
か
る
ア
ウ
ト
ド
ア
」
と
い
う
概
念

を
覆
す
き
っ
か
け
に
な
る
。
別
に
遠
く
へ

行
か
な
く
た
っ
て
、
お
金
を
か
け
な
く
た

っ
て
、
こ
の
町
で
は
「
す
て
き
な
ア
ウ
ト

ド
ア
」
を
体
験
で
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
の
こ
と

を
、
最
高
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

捉
え
、
全
国
に
発
信
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
面
も
あ
り
ま
す
が
、

全
力
で
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

11 月８日に企画したツリーイングイベント
（久川ふれあい広場キャンプ場）

尾白山からの眺望がお気に入り
自撮り写真ですが、伝わるでしょうか？

伊南川で釣り上げた立派なヤマメ
ルアーフィッシングを広めたい！

す
ま
い
る
だ
よ
り

「
お
子
さ
ん
に
生
活
の
し
づ
ら
さ
が
あ
る
と
き
は
」
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【
子
育
て
の
ご
相
談
】

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
え
が
お
」
（
健
康
福
祉
課
内
）

電
話 

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
７
０

メ
ー
ル 

e
g
a
o
@
m
i
n
a
m
i
a
i
z
u
.
o
r
g

近
頃
、
子
育
て
に
悩
む
親
御

さ
ん
か
ら

「
う
ち
の
子
は

発
達
障
が
い
で
し
ょ
う
か
？
」
と
、

質
問
を
受
け
る
機
会
が
増
え
て
い

ま
す
。

お
そ
ら
く
、
「
発
達
障
が
い
」

と
い
う
言
葉
が
一
般
的
に

な
り
、
情
報
が
広
ま
っ
た
こ
と
で
、

お
子
さ
ん
に
と
っ
て
、
よ
り
良
い

関
わ
り
を
し
た
い
と
考
え
る
方

が
、
増
え
て
き
た
結
果
な
の
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
言
葉
や
情
報
が
独

り
歩
き
し
、
お
子
さ
ん
が

何
を
感
じ
て
、
ど
う
行
動
し
て
い

る
か
、
と
い
う
視
点
が
抜
け
て
し

ま
っ
て
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

お
子
さ
ん
が
感
じ
て
い
る

「生

活
の
し
づ
ら
さ
」
を
、
ど

う
和
ら
げ
る
か
、
と
い
う
視
点
を

大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

親
御
さ
ん
が
、
お
子
さ
ん
に

「
生
活
の
し
づ
ら
さ
」
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
始
め
る

の
は
、
大
抵
の
場
合
、
集
団
生
活

を
始
め
る
と
き
。

家
庭
で
は
伸
び
伸
び
と
生
活

で
き
る
の
に
、
集
団
生
活

で
は
実
力
を
発
揮
し
づ
ら
い
場
合

が
あ
る
か
ら
で
す
。

子
育
て
支
援
機
関
へ
相
談
を

す
る
に
至
る
ま
で
、
家
族

同
士
の
思
い
が
す
れ
違
う
経
験
を

さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
少
な
か
ら
ず
あ

る
よ
う
で
す
。

例
え
ば
、
お
母
さ
ん
の
視
点
で

「う
ち
の
子
が
、
集
団
生
活

を
送
る
た
め
に
は
コ
ツ
が
い
る
」

と
感
じ
て
い
て
も
、
お
父
さ
ん
は

「
考
え
す
ぎ
、
何
と
か
な
る
」
と

思
っ
て
い
る
。

兄
弟
や
姉
妹
の
立
場
で
は

「
あ
い
つ
は
わ
が
ま
ま
だ
」

と
悩
み
、
お
じ
い
さ
ん

・
お
ば
あ

さ
ん
は

「
両
親
が
甘
や
か
し
て
ば

か
り
い
る
か
ら
、
い
つ
ま
で
た
っ
て

も
手
が
か
か
る
」
と
困
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
事
態
が
、
実
際
に
起

き
て
い
ま
す
。

家
族
同
士
で
あ
っ
て
も
、
す

れ
違
い
は
生
じ
る
の
で
、

子
育
て
に
自
信
を
な
く
し
て
し
ま

う
方
も
い
る
で
し
ょ
う
。

自
信
を
な
く
す
と
い
っ
て
も
、

「
言
っ
た
こ
と
が
伝
わ
ら
な

い
」
「
何
を
し
て
も
泣
い
て
し
ま

う
」
と
い
っ
た
、
お
子
さ
ん
へ
の

関
わ
り
方
で
悩
む
方
。
「
持
ち
方
・

結
び
方
が
不
器
用
」
「
よ
く
食
べ

物
を
こ
ぼ
す
」
と
い
っ
た
、
不
器

用
さ
に
悩
む
方
。
あ
る
い
は
「
じ
っ

と
し
て
い
な
い
」
「
同
じ
行
動
を

繰
り
返
す
」
と
い
っ
た
、
行
動
面

の
不
安
か
ら
悩
む
方
な
ど
、
理
由

は
さ
ま
ざ
ま
。

お
子
さ
ん
が
で
き
な
い
こ
と

を
探
し
出
す
と
、
心
配
ご

と
は
次
々
と
見
つ
か
り
、
先
が
見

え
な
い
悪
循
環
に
つ
な
が
り
ま

す
。
成
長
し
な
い
お
子
さ
ん
な
ど

一
人
も
い
な
い
こ
と
を
意
識
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
ず
は

「
生
活
の
し
づ
ら
さ
」

に
周
り
が
早
く
気
づ
く
こ

と
。
子
ど
も
に
と
っ
て
分
か
り
や

す
い
教
え
方
、
得
意
な
部
分
を
伸

ば
す
環
境
づ
く
り
に
よ
っ
て
、
成

長
を
促
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

人
に
は
、
得
意

・
不
得
意
が

あ
っ
て
当
た
り
前
。
そ
う

考
え
れ
ば
、
お
子
さ
ん
の
特
性
で

周
囲
を
困
ら
せ
る
こ
と
が
あ
っ
て

も
、
わ
ざ
と
で
は
な
く
、
ま
し
て

や
育
て
方
の
問
題
で
は
な
い
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

発
達
障
が
い
の
歴
史
は
、
周

囲
の
理
解
不
足
が
原
因
で

「
親
を
責
め
る
歴
史
」
で
あ
っ
た

と
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
周
り
で
、
自
信
を

な
く
し
、
子
育
て
が
つ
ら

い
と
感
じ
て
い
る
方
の
存
在
に
気

付
い
た
と
き
は
、
支
援
機
関
へ
相

談
す
る
よ
う
勧
め
て
く
だ
さ
い
。

「
え
が
お
」
の
職
員
は
、
い
つ
で
も

相
談
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
こ
こ
に
着
目
！

　
　
　
　
　
　

「
す
ま
い
る
ポ
イ
ン
ト
」

1
子
ど
も
が
で
き
な
い
こ
と
を
探

　

す
の
で
は
な
く
、
で
き
る
よ
う

　
に
工
夫
す
る
視
点
が
大
切

2
周
囲
を
困
ら
せ
て
い
る
発
達
の

　

特
性
は
、
わ
ざ
と
で
は
な
く
、

　
子
育
て
が
原
因
で
も
な
い
。

3
お
子
さ
ん
に

「
生
活
の
し
づ
ら

　

さ
」
が
あ
る
と
き
は
、
ご
相
談

　
く
だ
さ
い
。

【
お
す
す
め
図
書
】

発
達
が
気
に
な
る
子
の
心
が
わ
か
る

　
　
　
　
　
　

幸
せ
子
育
て
の
手
引
き

　
　
　
　
　
　
　

田
中
康
雄
／
著
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　【問合せ】
　　 南会津地方振興局
　　 地域づくり・商工労政課
　  　 　　電話　0241-62-5207

カメラに収まりきらないほど、多くの方が参加

南会津地方植樹祭が68回目の開催を迎える
木を植えて 守り育てる 緑の大地

　

10
月
30
日
、
南
郷
ス
キ
ー
場
セ
ン
タ
ー

ハ
ウ
ス
付
近
を
会
場
に
、
第
68
回
南
会
津

地
方
植
樹
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
雨
と
な
り
ま
し
た
が
、
南
郷

小
学
校
や
南
郷
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
に

加
え
、
田
島
第
二
小
学
校
や
伊
南
小
学
校

の
緑
の
少
年
団
な
ど
、
総
勢
１
２
４
人
が

参
加
し
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
苗
木
25
本
を
植
樹

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
植
樹
に
先
立
ち
、
月
田
礼れ

い
じ
ろ
う

次
郎
さ
ん

（
台
板
橋
）
が
、
地
域
の
緑
化
功
労
者
と
し
て

表
彰
さ
れ
た
ほ
か
、
緑
化
事
業
へ
支
援
を

い
た
だ
い
て
い
る
㈱
髙
島
屋
（
村
田
善よ

し
お郎

代
表
取
締
役
社
長
）
に
、
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

足元が緩む中でも、真っすぐ植えることができたようです

緑化功労者として表彰を受ける月田さん

先生と一緒にカンナかけ体験（きこりの店）

南会津魅力体験モニターツアーを催行
何度も訪れたくなる誘客モデルをつくりたい！

　

南
会
津
地
方
振
興
局
で
は
、
10
月
か
ら

11
月
に
か
け
て
、「
縁
結
び
」
や
「
森
林
体
験
」

を
テ
ー
マ
に
、
郡
内
を
め
ぐ
る
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
を
そ
れ
ぞ
れ
催
行
し
ま
し
た
。

　
「
縁
結
び
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
め
ぐ
り
ツ

ア
ー
」
で
は
、
欄
干
に
赤
い
紐
を
結
ぶ
と

恋
が
叶
う
と
い
う
逸
話
が
あ
る「
恋
路
橋
」

を
訪
問
。
良
縁
を
願
い
、
紐
を
結
ぶ
参
加

者
た
ち
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
森
林
体
験
ツ
ア
ー
」
で
は
、「
き
こ

り
の
店
」
で
工
場
見
学
や
木
工
体
験
を
し

た
ほ
か
、「
月
田
農
園
」
で
時
間
を
忘
れ

て
里
山
あ
そ
び
な
ど
、
日
常
で
は
味
わ
え

な
い
体
験
に
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は

目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

赤い紐を結び、良縁間違いなし！（恋路橋）

毛皮に触れ、野生動物との関わりを学ぶ（月田農園）

旧檜沢中学校体育館で執り行われた竣工式

桧沢川・舘岩川の復旧工事が竣工
記録的な大雨から５年

　

平
成
27
年
9
月
に
、
記
録
的
な
大
雨
を

も
た
ら
し
た
関
東
・
東
北
豪
雨
か
ら
5
年
。

　

堤
防
の
決
壊
や
浸
食
な
ど
、
多
く
の
被
災

箇
所
が
確
認
さ
れ
た
桧
沢
川
と
舘
岩
川

は
、
地
域
住
民
や
工
事
関
係
者
な
ど
の
尽
力

に
よ
り
、
災
害
に
強
く
治
水
安
全
度
が
高
い

河
川
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

11
月
13
日
に
執
り
行
わ
れ
た
竣
工
式

で
は
、
南
会
津
建
設
事
務
所
の
宗
像
誠せ

い
や也

所
長
が
「
大
き
な
事
故
も
な
く
工
事
が
終

わ
り
ま
し
た
。
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
感
謝

い
た
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

式
典
後
は
、
会
場
を
久
戸
沢
橋
（
金
井

沢
）
に
移
し
、
工
事
の
竣
工
を
記
念
し
て

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
苗
木
が
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

竣工を祝うかのように太陽が差し込む１日となりました

災害に遭わない日々を願いヤマザクラを植樹

８月には愛犬「ギン」と一緒に、伊南川の楽しみ方をレクチャー

「みなみあいづ移住ちゃんねる」ご覧になりましたか？
移住コーディネーターが南会津地方をＰＲ

　

昨
年
11
月
に
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

を
卒
業
し
、
町
へ
定
住
さ
れ
た
宇
内
優ゆ

う
こ子

さ
ん
（
本
町
）
は
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ン
事
務
所
「
ゐ
ろ
は
デ
ザ
イ
ン
堂
」
を

経
営
す
る
傍か

た
わら

、
福
島
県
移
住
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
６
月
か
ら
、動
画
サ
イ
ト
上
に
移
住・

定
住
希
望
者
へ
向
け
た
「
み
な
み
あ
い
づ

移
住
ち
ゃ
ん
ね
る
」
を
開
設
し
、
南
会
津

地
方
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
「
内
容
を
充
実
さ
せ
な
が
ら
、

地
域
に
密
着
し
た
情
報
を
発
信
し
て
い
き

た
い
」
と
意
気
込
む
宇
内
さ
ん
。
動
画
取

材
や
共
同
企
画
に
興
味
・
関
心
の
あ
る
方

は
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

みなみあいづ
移住ちゃんねる

女性の視点から、町内のオススメ商品も紹介されています

ま ち の 話 題
news & topics
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上空から見た南会津太陽光発電所（８月撮影）

南会津太陽光発電所への期待が膨らむ
再生可能エネルギーがもたらす未来

　

10
月
27
日
、
八
総
区
内
に
「
南
会
津

太
陽
光
発
電
所
」
が
完
成
し
、
竣
工
式
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
発
電
所
は
、
町
内
の
一
般
家
庭
約

3
３
０
０
世
帯
相
当
の
年
間
電
気
使
用
量

を
賄
え
る「
約
１
万
６
６
０
０
メ
ガ
ワ
ッ
ト
」

も
の
発
電
規
模
を
誇
る
施
設
で
す
。

　

施
設
運
営
は
、
東
京
都
に
本
社
を
置
く

㈱
ジ
ャ
パ
ン
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
（
白
岩
直な

お
と人

代
表
取
締
役
社
長
）
が

担
い
、
白
岩
代
表
取
締
役
社
長
は
「
安
定

し
た
電
力
供
給
と
地
域
貢
献
に
寄
与
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
20
年
に
わ
た
り
、
売
電
事
業
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
に
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

「ぐい呑み」を手にする南山郷人の会の皆さんと大宅町長

南山郷人の会が「ぐい呑み」50個を寄贈
木地師の伝統技術を現代風にアレンジ

　

南
郷
地
域
に
伝
わ
る
木き

じ

し
地
師
の
伝
統
技

術
を
継
承
し
、
後
世
に
伝
え
る
活
動
に
取

り
組
む
「
南み

な
み
や
ま
さ
と
び
と

山
郷
人
の
会
（
五
十
嵐
政ま

さ
じ次

会
長
）」。

　

10
月
28
日
、
同
会
の
皆
さ
ん
か
ら
、
町

に
「
ぐ
い
呑
み
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

杉
材
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
と
て
も

軽
く
、
温
も
り
あ
る
デ
ザ
イ
ン
が
特
徴
。

町
が
誇
る
地
酒
の
Ｐ
Ｒ
ツ
ー
ル
と
し
て
、

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

寄贈された「ぐい呑み」

「ざる菊」と特急リバティ会津（渡部雅俊さん提供）

中荒井駅の「ざる菊」が訪れる人を魅了
車窓に広がる「おもてなし」の心

　

中
荒
井
区
の
全
住
民
が
参
画
す
る

「
な
か
あ
ら
い
大
地
を
育
む
会
（
渡
部
雅ま

さ
と
し俊

代
表
）」
で
は
、
中
荒
井
駅
を
訪
れ
る
方

を
「
お
も
て
な
し
」
す
る
た
め
、「
ざ
る
菊
」

の
植
栽
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

駅
周
辺
の
遊
休
農
地
を
活
用
し
、
コ
ツ

コ
ツ
植
栽
を
続
け
て
き
た
結
果
、
誰
も
が

息
を
の
む
景
観
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

車
窓
か
ら
望
む
景
観
は
大
変
好
評
で
、

認
知
度
も
向
上
。
写
真
撮
影
に
訪
れ
る
方

も
、
日
を
追
う
ご
と
に
増
え
て
い
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
見
逃
し
て
し
ま
っ
た
方
は
、

ま
た
来
シ
ー
ズ
ン
を
お
楽
し
み
に
。「
お
も

て
な
し
」の
心
に
彩
ら
れ
た「
ざ
る
菊
」は
、

皆
さ
ん
を
温
か
く
迎
え
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

園児たちを囲んで記念撮影

伊南保育所の園児がハロウィンパレード
元気いっぱい「トリック or トリート？」

　

10
月
27
日
、
子
ど
も
た
ち
の
に
ぎ
や
か

な
か
け
声
と
満
面
の
笑
顔
に
、
伊
南
総
合

支
所
が
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

明
る
く
楽
し
い
雰
囲
気
を
作
り
出
し
た

の
は
、
伊
南
保
育
所
の
園
児
た
ち
。
色
鮮

や
か
な
手
づ
く
り
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
仮
装
で

身
を
包
み
、
伊
南
総
合
支
所
を
訪
問
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
の
元
気
に
負
け
て
は
い
ら
れ

な
い
と
ば
か
り
に
、
職
員
た
ち
も
仮
装
で

応
戦
。
訪
問
の
お
礼
に
、
子
ど
も
た
ち
へ

お
菓
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
お
返
し

に
、
こ
の
日
の
た
め
に
練
習
し
た
ダ
ン
ス

を
披
露
。
職
員
か
ら
は
、
大
き
な
手
拍
子

が
沸
き
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

色鮮やかな浴衣を身に着ける女子生徒たち

田島中学校で「浴衣の着付け体験」
着付けの手順に興味津々

男結びとも称される
「貝の口」

　

10
月
27
日
と
28
日
の
2
日
間
、
田
島
中

学
校
2
年
生
を
対
象
に
出
前
講
座
「
浴
衣

の
着
付
け
体
験
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

一
番
の
難
関
は
帯
の
結
び
方
。
男
子
生

徒
は
「
貝
の
口
」、女
子
生
徒
は
「
蝶
結
び
」

に
挑
戦
。
初
め
て
の
体
験
な
が
ら
、
帯
を

器
用
に
扱
い
、
き
れ
い
な
結
び
目
が
完
成

し
ま
し
た
。

　

講
座
を
終
え
て
早
速
、
着
付
け
を
い
つ

実
践
す
る
か
相
談
し
合
う
生
徒
た
ち
の
姿

が
印
象
的
で
し
た
。

優勝チーム：りんどうにこにこガールズ

田島地域少年少女球技大会（ドッジボール競技）
チームの連係が勝利のカギを握る

　

例
年
、
田
島
体
育
館
で
開
催
し
て
い
る

「
田
島
地
域
少
年
少
女
球
技
大
会
（
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
競
技
）」。
今
年
度
は
、
感
染
症
予

防
対
策
と
し
て
3
密
を
避
け
、
11
月
3
日

に
、
び
わ
の
か
げ
運
動
公
園
多
目
的
競
技

場
（
屋
外
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
、
田
島
地
域
の
小
学
校
に

通
う
女
子
児
童
で
構
成
さ
れ
た
6
チ
ー
ム

（
総
勢
75
人
）
が
参
加
し
、
伸
び
伸
び
と

し
た
プ
レ
ー
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

▼
大
会
成
績

優　
勝　
り
ん
ど
う
に
こ
に
こ
ガ
ー
ル
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
島
第
二
小
学
校
）

準
優
勝　
強
と
ゆ
か
い
な
仲
間
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
荒
海
小
学
校
）

踏切内で乗用車が立ち往生した場合の脱出訓練

会津鉄道(株)が踏切事故防止訓練会を開催
緊急時の適切な対応を学ぶ

　

会
津
鉄
道
㈱
（
大
石
直た

だ
し

代
表
取
締
役

社
長
）
で
は
、
踏
切
内
で
の
事
故
防
止
を

目
的
と
し
た
各
種
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

11
月
11
日
、
会
津
田
島
駅
構
内
の
宮
本

踏
切
で
開
催
さ
れ
た
「
踏
切
事
故
防
止
訓

練
会
」
に
は
、
交
通
事
業
者
や
宅
配
事
業

者
、
消
防
団
員
な
ど
、
約
40
人
が
参
加
。

　

緊
急
事
態
を
想
定
し
、
列
車
の
運
転
士

に
危
険
を
知
ら
せ
る
踏
切
非
常
ボ
タ
ン
や

発
煙
筒
の
取
り
扱
い
方
を
学
ん
だ
ほ
か
、

実
際
に
乗
用
車
を
運
転
し
、
踏
切
内
か
ら

脱
出
す
る
演
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

踏
切
事
故
の
防
止
に
向
け
、
日
頃
か
ら

安
全
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
の
大

切
さ
を
再
認
識
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

表彰状を手にする星さん

星賢二さんに福島県社会教育連絡協議会表彰を伝達

地域住民の声を「社会教育」に反映
　

社
会
教
育
の
実
情
を
調
査
研
究
し
、

教
育
委
員
会
に
対
す
る
助
言
や
、
施
策
の

提
案
な
ど
を
行
う
「
社
会
教
育
委
員
」。

　

平
成
26
年
か
ら
町
社
会
教
育
委
員
を
務

め
、
地
域
住
民
と
行
政
を
つ
な
ぐ
役
割
を

担
う
星
賢け

ん
じ二

さ
ん
（
後
原
）
が
、
福
島
県

社
会
教
育
連
絡
協
議
会
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
福
島
県
社
会
教
育
研

究
集
会
で
の
表
彰
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
感
染
症
予
防
の
観
点
か
ら
開
催
が

見
送
ら
れ
た
た
め
、
10
月
20
日
の
町
社
会

教
育
委
員
会
議
の
場
で
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
社
会
教
育
の
振
興
な
ら
び
に

地
域
社
会
の
発
展
に
向
け
た
町
の
取
り
組

み
に
対
し
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま ち の 話 題
news & topics
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11月 会議・行事名

1 南会津地方環境衛生組合職員採用試験
２ 阿賀野川流域上流部ヘリ調査
４ 南会津地方振興局長来庁 / 町商工会合併 10 周年

感謝の集い
６ 東北電力ネットワーク㈱田島電力センター所長

来庁
８ 滝原地区収穫祭
11 農業農村整備事業などに関する意見交換会
12 日本赤十字社奉仕団員等業務功労者表彰伝達 /

新シードル発表報告 / 町商工会長来庁
13 桧沢川・舘岩川改良復旧事業合同竣工式 / ダイヤ

システムズ㈱来庁
14 県高等学校新人体育大会レスリング大会開会式
15 町消防団第一支団しんごろう会

16 国道 352 号改良工事・県道高陦田島線改修促進
期成同盟会合同県要望

17 国道 400 号舟鼻峠改良促進期成同盟会県要望
18 南会津建設事務所長来庁
19 全国治水砂防促進大会 / 県選出国会議員要望活動
20 新過疎法制定実現総決起大会・同令和 2 年度定期

総会 / 台東区訪問
22 猪股洋氏瑞宝単光章受章祝賀会
23 桧沢川復興記念植樹祭
24 町功労者表彰式 / 町議会全員協議会
25 野岩鉄道㈱経営検討委員会・同取締役会
26 ようこそ町長室へ（田島・伊南地域）/ 県立高等

学校改革懇談会 / 東北清酒鑑評会等受賞報告
（４蔵元）/ 農林事務所長来庁 / ＮＨＫ「新・ＢＳ
日本のうた」公開収録

27 県知事への要望活動
28 一部事務組合管理者会・同議会臨時会（南会津

地方広域市町村圏組合 / 南会津地方環境衛生組合）
30 町議会第４回臨時会 / 課長会議 / 第 2 回行政改

革大綱推進本部会議

大宅町長の公務百景
町長の公務を報告するコーナーです。

№ 77

前列左から、受章された浅井さん、柴田さん、大竹さん、高山さん

赤十字奉仕団員４人に銀色有功章を伝達
長年の奉仕活動に感謝

　

長
年
に
わ
た
る
赤
十
字
奉
仕
団
員
と
し

て
の
活
動
を
た
た
え
る
「
日
本
赤
十
字
社

奉
仕
団
員
等
業
務
功
労
者
表
彰
」。

　

こ
の
た
び
、
15
年
以
上
奉
仕
団
員
と
し

て
活
動
さ
れ
た
功
労
が
認
め
ら
れ
、
田
島

赤
十
字
奉
仕
団
か
ら
3
人
、
舘
岩
赤
十
字

奉
仕
団
か
ら
1
人
が
「
銀
色
有
功
章
」
を

受
章
。
11
月
12
日
に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

▼
「
銀
色
有
功
章
」
受
章
者

　
　

・
田
島
赤
十
字
奉
仕
団

　
　
　
　

浅
井　

ト
ク
子
さ
ん
（
西
町
）

　
　
　
　

柴
田　

龍り
ゅ
う
こ子　

さ
ん
（
新
町
）

　
　
　
　

大
竹　

イ
ツ
子
さ
ん
（
大
町
）

　
　

・
舘
岩
赤
十
字
奉
仕
団

　
　
　
　

髙
山　

利り
い
ち一　

さ
ん
（
八
総
）

先生のお手本どおりストレッチに挑戦

第２回女子力アップ講座を開催
より魅力的な女性へステップアップ！

　

中
央
公
民
館
で
は
「
よ
り
魅
力
的
な
女

性
を
目
指
し
た
い
！
」
と
い
う
女
性
を
対

象
に
、「
女
子
力
ア
ッ
プ
講
座
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

11
月
13
日
の
第
2
回
講
座
で
は
、
体
幹

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
挑
戦
。
姿
勢
が
良
く
な

り
、
疲
れ
に
く
い
体
質
に
な
る
な
ど
、
体

幹
を
鍛
え
る
メ
リ
ッ
ト
は
さ
ま
ざ
ま
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
肩
や
腰
回
り
の

ス
ト
レ
ッ
チ
か
ら
、
徐
々
に
筋
肉
を
伸
ば

し
て
い
く
約
2
時
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体

験
し
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
す
こ
と
が
で

き
た
よ
う
で
す
。

　

講
師
を
務
め
る
清
見
理り

え枝
さ
ん
（
会
津

若
松
市
）
は
、
参
加
者
の
熱
心
な
受
講
態

度
に
感
心
し
た
様
子
で
し
た
。

「一緒にイベントを作り上げましょう」と話す湯田区長

令和３年も開催「弁天山灯篭明かし」
キャンドルスタッフを募集します

　

新
年
の
風
物
詩
と
な
っ
た
横
町
地
区
の

「
弁
天
山
灯
篭
明
か
し
」。
令
和
３
年
も
、

キ
ャ
ン
ド
ル
５
０
０
個
を
使
用
し
、
新
年

の
夜
空
を
彩
り
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
ド
ル
の
準
備
に
あ
た
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。
ご
協
力

い
た
だ
け
る
方
は
、
直
接
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

【
開
催
日
時
】

　

令
和
３
年
１
月
11
日　

午
後
１
時
集
合

【
集
合
場
所
】

　

横
町
地
区　

弁
天
山
入
り
口

【
問　
合　
せ
】

　

横
町
区
長　

湯
田
信
吾

　
　
　
　

０
２
４
１
（
６
２
）
３
１
７
７

表彰状を手にする長谷川組合長

上中町納税貯蓄組合が県知事表彰を受賞
納税推進に大きく貢献

　

県
政
の
発
展
や
住
民
福
祉
の
向
上
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
た
個
人
や
団
体
を
表
彰

す
る
「
福
島
県
各
種
功
労
者
知
事
表
彰
」。

　

こ
の
た
び
、
上
中
町
納
税
貯
蓄
組
合

（
長
谷
川
次つ

ぎ
お男

組
合
長
）
が
優
良
納
税
団
体

表
彰
を
受
賞
。
11
月
24
日
に
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

　

上
中
町
納
税
貯
蓄
組
合
は
、
大
正
4
年

に
設
立
さ
れ
て
以
降
、
納
税
意
識
の
高
揚

と
納
税
実
績
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

　

長
谷
川
組
合
長
は
「
先
輩
方
が
築
き
上

げ
て
き
た
も
の
を
受
け
継
い
だ
結
果
が
認
め

ら
れ
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
今
後
も
組
合

員
相
互
の
協
力
の
下
で
、
期
限
内
納
税
に

努
め
ま
す
」と
、抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

13
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
し
た
「
桧
沢
川
・

舘
岩
川
改
良
復
旧
事
業
合
同
竣
工
式
」
の

10
日
後
と
な
る
11
月
23
日
に
は
、
桧
沢
川

復
興
記
念
植
樹
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

雨
風
と
も
に
強
く
、
あ
い
に
く
の
天
気

と
な
り
ま
し
た
が
、
桧
沢
地
域
に
お
住
ま

い
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
桧
沢

川
沿
い
に
３
０
４
本
も
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の

苗
木
を
植
樹
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
、
大
き
く
花
を
咲
か
せ

る
こ
ろ
に
は
、
ど
の
よ
う
な
景
観
が
広
が

っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
早
く
目
に
し

て
み
た
い
も
の
で
す
。

お子さんの成長とヤマザクラの成長どちらも楽しみです

ヤマザクラ 1 本 1 本が丁寧に植樹されました

地域住民とともに復興を祝う
ヤマザクラが咲き誇る桧沢川に

ま ち の 話 題
news & topics

堂々とした演奏を繰り広げた子どもたち

第16回ベヒシュタインを弾こう in 御蔵入交流館
若き音楽家の才能に触れる

　

世
界
3
大
ピ
ア
ノ
の
一
つ
と
称
さ
れ
る

「
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
」
に
触
れ
て
ほ
し
い

と
い
う
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
本
イ
ベ
ン
ト

も
今
年
で
16
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
「
ア
ラ
ベ
ス
ク
（
ブ
ル
グ
ミ
ュ
ラ
ー
）」
や

「
ト
ル
コ
行
進
曲
（
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
）」
と

い
っ
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
定
番
楽
曲
か
ら
、

「
紅
蓮
華
」「
香
水
」
な
ど
最
新
の
ヒ
ッ
ト

曲
に
至
る
ま
で
、
積
み
重
ね
て
き
た
練
習
の

成
果
を
披
露
す
る
子
ど
も
た
ち
。

　

時
に
は
力
強
く
、
あ
る
時
は
繊
細
に
。

子
ど
も
た
ち
が
奏
で
る
音
色
に
包
ま
れ
、

幸
せ
な
気
分
に
浸
る
来
場
者
の
姿
が
あ
り

ま
し
た
。
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
に
触
れ
た
若

き
才
能
は
、
将
来
に
向
か
っ
て
大
き
く
羽

ば
た
い
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
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くらしの情報
このコーナーの見方

注

日 日時
場 会場
料 料金

内 内容
対 対象者
定 定員

申 申込み 問 問合せ
℡ 電話番号 HP ホームページ
Ｅ E-mail 締 締切
Ｆ FAX 注意事項

他 その他

お
知
ら
せ
・
募
集

相
　
談

交
通
事
故
の
損
害
賠
償
問
題
で

　
　
　
　
　
　
　
　
お
困
り
の
方
へ

　

（公財）
交
通
事
故
紛
争
処
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、

交
通
事
故
に
関
す
る
紛
争
解
決
を
目
的
と

し
て
、
弁
護
士
に
よ
る
和
解
あ
っ
せ
ん
な

ど
を
通
じ
た
交
通
事
故
被
害
者
の
救
済
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
の
被
害
に
遭
わ
れ
、
示
談
を

め
ぐ
る
損
害
賠
償
問
題
に
お
困
り
の
方
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

交
通
事
故
被
害
者
ご
本
人
に
損
害
賠
償

問
題
に
関
わ
る
法
律
知
識
が
な
く
、
交
渉

に
不
慣
れ
で
も
、
安
心
し
て
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

　

弁
護
士
費
用
や
相
談
費
用
な
ど
は
、
一

切
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

（公財）
交
通
事
故
紛
争
処
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仙
台
支
部

　

０
２
２
（
２
６
３
）
７
２
３
１

　

事
前
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、
電
話

　

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
平
日
の
み
受
け
付

　
け
ま
す
（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）。

交通事故
紛争処理センター

℡注 地
域
の
停
電
情
報
を
素
早
く
お
知
ら
せ

　

東
北
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
で
は
、
登
録

し
た
地
域
の
停
電
情
報
を
お
知
ら
せ
す
る

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
専
用
ア
プ
リ
「
東
北
電

力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
停
電
情
報
」
の
運
用
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

通
知
を
受
け
取
り
た
い
住
所
情
報
を
登

録
す
る
こ
と
で
、
該
当
地
域
が
停
電
し
た

場
合
や
、停
電
が
復
旧
し
た
場
合
な
ど
に
、

自
動
的
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

管
轄
エ
リ
ア
内（
東
北
6
県
と
新
潟
県
）

で
最
大
10
地
点
ま
で
登
録
で
き
、
ご
自
宅

や
職
場
、
実
家
な
ど
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
選
択
が
可
能
で
す
。

　

地
図
上
で
停
電
状
況
を
一
目
で
把
握
で

き
る
な
ど
、
便
利
な
機
能
を
有
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

林り
ん
た
い
き
ょ
う

退
共
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

林
業
退
職
金
共
済
制
度（
林
退
共
制
度
）

は
、中
小
企
業
退
職
金
救
済
法
に
基
づ
き
、

林
業
の
現
場
で
働
く
方
の
た
め
に
創
設
さ

れ
ま
し
た
。

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
が
、
林
業
従
事
者
の

働
い
た
日
数
に
応
じ
て
、
掛
け
金
と
な
る

共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
林
業
従

事
者
が
林
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と

き
に
、
林
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と

い
う
、
い
わ
ば
林
業
界
全
体
の
退
職
金
制

度
で
す
。

【
特　
　
徴
】

1
掛
け
金
は
事
業
主
の
負
担
と
な
り
ま
す

　

が
、
法
人
で
は
損
金
、
個
人
で
は
必
要

　

経
費
と
し
て
扱
わ
れ
る
た
め
、
税
法
上

　

全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

2
当
制
度
へ
新
た
に
加
入
さ
れ
る
林
業
従

　

事
者
の
方
は
、
掛
け
金
の
一
部
を
国
が

　

免
除
し
ま
す
。

3
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
、
退
職
金
は
企

　

業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

【
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い
】

⃝

共
済
証
紙
は
、
林
業
従
事
者
の
働
い
た

　

日
数
に
応
じ
、
適
正
に
貼
り
付
け
て
く

　

だ
さ
い
。

⃝

共
済
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
林
業
従
事

　

者
が
林
業
界
を
引
退
す
る
と
き
は
、
忘

　

れ
ず
に
退
職
金
を
請
求
す
る
よ
う
指
導

　

し
て
く
だ
さ
い
。

⃝

当
制
度
に
関
わ
る
こ
と
で
、
ご
不
明
な

　

点
な
ど
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

（独）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　
　

林
業
退
職
金
共
済
事
業
福
島
県
支
部

　

０
２
４
（
５
２
３
）
０
２
５
５

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
、
退
職
金
の
試
算

　

が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

　

さ
い
。

問℡注

林退共事業本部

Android OS 版 iOS 版

ダウンロードはコチラから

問

「
み
み
ら
ん
ど
・
會
津
」
ま
で

　
　
　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

福
島
県
立
聴
覚
支
援
学
校
会
津
校
内
の

「
み
み
ら
ん
ど
・
會
津
」
で
は
、
聴
覚
障
が
い

が
あ
る
乳
幼
児
に
関
す
る
子
育
て
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
、
お
子
さ
ん
の
「
き
こ
え
」
や

「
こ
と
ば
」
の
発
達
に
悩
み
や
心
配
ご
と

が
あ
る
場
合
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

福
島
県
立
聴
覚
支
援
学
校
会
津
校
内

　
　
　
　
　
　
　
「
み
み
ら
ん
ど
・
會
津
」

　
（
会
津
若
松
市
一
箕
町
大
字
鶴
賀

　
　
　
　
　
　
　
　

字
下
柳
原
１
０
２
）

　

０
２
４
２
（
２
２
）
１
２
８
６

　

事
前
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、
電
話

　

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
平
日
の
み
受
け
付

　
け
ま
す
（
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）。

問℡注

県立聴覚支援学校
会津校

無
戸
籍
者
の
解
消
に
向
け

　
　
　
　
　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

戸
籍
と
は
、
人
が
い
つ
誰
の
子
と
し
て

生
ま
れ
、
い
つ
誰
と
結
婚
し
、
い
つ
亡
く

な
っ
た
か
な
ど
、
親
族
的
身
分
関
係
を
登

録
し
、
そ
の
人
が
日
本
人
で
あ
る
こ
と
を

証
明
す
る
唯
一
の
も
の
で
す
。

　

戸
籍
に
記
載
が
な
い
方（
無
戸
籍
者
）は
、

親
族
的
身
分
関
係
や
日
本
人
で
あ
る
こ
と

の
証
明
が
で
き
な
い
ほ
か
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

法
務
局
で
は
、
各
自
治
体
と
連
携
し
、

社
会
生
活
上
の
不
利
益
を
被
る
無
戸
籍
者

の
解
消
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
無
戸
籍

で
お
困
り
の
方
は
、
最
寄
り
の
法
務
局
や

町
戸
籍
担
当
窓
口
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
無
戸
籍
者
の
情
報
な
ど
を
把
握

さ
れ
て
い
る
方
は
、
情
報
提
供
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

　

福
島
地
方
法
務
局　

戸
籍
課

　

０
２
４
（
５
３
４
）
１
９
３
３

　

住
民
生
活
課　

戸
籍
住
民
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
２
０

問問 ℡℡

法務省
専用ページ

放
送
大
学
入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
で
は
、
令
和
3
年
度
4
月
入

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
10
代
か
ら
90
代
に
至
る
幅
広
い

世
代
、
約
9
万
人
の
学
生
が
「
大
学
を
卒

業
し
た
い
」「
学
び
を
楽
し
み
た
い
」な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　

約
３
０
０
の
授
業
科
目
が
あ
り
、
1
科

目
か
ら
学
べ
る
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
好
き
な
時
間
に
受
講
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

全
国
に
ミ
ニ
キ
ャ
ン
パ
ス
の
役
割
を
果

た
す
学
習
セ
ン
タ
ー
や
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ

ー
ス
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
活

動
な
ど
学
生
の
交
流
も
活
発
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　

０
２
４
（
９
２
１
）
７
４
７
１

　

出
願
期
間
は
、
第
1
回
は
2
月
28
日
ま

　

で
、
第
2
回
は
3
月
16
日
ま
で
。

放送大学
福島学習センター

問℡注

１２月の納税こよみ
固 　 定 　 資 　 産 　 税　第３期
国 民 健 康 保 険 税　第６期
介 　 護 　 保 　 険 　 料　第６期
後期高齢者医療保険料　第５期
納期限は１２月２５日（金）です

国 　 民 　 年 　 金　11月分
納期限は１月４日（月）です

納税に関するお問い合わせ先は
税務課（町県民税など）　　℡ 0241-62-6110

健康福祉課（介護保険料）　℡ 0241-62-5050

住民生活課　　　　　　　℡ 0241-62-6120
　　（後期高齢者医療保険料・国民年金）

舘岩総合支所　町民課　　　℡ 0241-78-3345

伊南総合支所　町民課　　　℡ 0241-76-7712

南郷総合支所　町民課　　　℡ 0241-72-2224
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乳幼児健診・相談カレンダー
●乳幼児健康診査

日　程 内　容 受付時間 場　所 対　象　者

12月16日（水） ３～４か月児健診

12：15～12：45 健診ホール
（御蔵入交流館内）

令和２年８月生まれ

12月18日（金） ２歳児歯科健診 平成30年５月～６月生まれ

12月23日（水） １歳６か月児健診 令和元年５月～６月生まれ

１月20日（水） ３～４か月児健診 令和２年９月生まれ

１月22日（金） ２歳児歯科検診 平成30年７月～９月生まれ

１月27日（水） ３歳６か月児健診 平成29年７月～８月生まれ

●乳幼児健康相談

日　程 内　容 受付時間 場　所 対　象　者

１月19日（火） １歳児健康相談
13：30～13：45 健診ホール

（御蔵入交流館内）

令和元年11月
　　～令和２年１月生まれ

１月28日（木） ６～８か児健康相談 令和２年６月～７月生まれ

日　程 病　　院　　名 電　話

12月13日 長 谷 川 医 院（南会津町） 0241-62-0032

　　20日 馬 場 医 院（南会津町） 0241-62-0141

　　27日 な か や ク リ ニ ッ ク（南会津町） 0241-73-2036

１月３日 伊南小野木クリニック（南会津町） 0241-76-7780

　　10日 舘 岩 愛 輝 診 療 所（南会津町） 0241-78-8688

　　17日 耳鼻咽喉科あべクリニック（南会津町） 0241-62-8733

　　24日 朝 日 診 療 所（只　見　町） 0241-84-2221

　　31日 き む ら ク リ ニ ッ ク（南会津町） 0241-62-5576

※午前中のみの診察です。ご注意ください。

１２ ・ １月の日曜当番医

ー 保健事業の問合せは ー

健康福祉課　健康増進係
　　　　　　　電話　0241-62-6180

舘岩総合支所　町民課　住民係
　　　　　　　電話　0241-78-3325

伊南総合支所　町民課　住民係
　　　　　　　電話　0241-76-7713

南郷総合支所　町民課　住民係
　　　　　　　電話　0241-72-2225

３歳６か月児健診で

「虫歯ゼロ」 と診断されたお子さんは

町広報紙へ掲載させていただきます。

写真撮影と簡単な質問に

ご協力をお願いします。

３ 歳 ６ か 月 児 健 診
虫 歯 ゼ ロ の お 友 だ ち

今 月 は １ ３ 人 ！
愛澤 千

ち は る

晴 ちゃん（田島）
〔大きくなったら...〕

　みんなを乗せて、バスの運転
　をしてみたい！

芳賀 陽
ひ ま り

葵 ちゃん（田島）
〔大きくなったら...〕

　エルサ（アナと雪の女王）の
　ようなお姫様になりたい！

髙木 義
よ し と

都 くん（田島）
〔大きくなったら...〕

　ウルトラマンコスモスの
　ように強くなってみせる！

近藤 愛
あんじゅ

珠 ちゃん（南郷）
〔大きくなったら...〕

　ケーキ屋さんを開いて、
　みんなに食べてもらいたい！

星 美
み お り

織 ちゃん（田島）
〔大きくなったら...〕

  ラプンツェル（塔の上のラプンツェル）  
  のようなお姫様になりたい！

室井 絢
け ん た

太  くん（田島）
〔大きくなったら...〕

　強くてかっこいい戦隊ヒーロー
　に俺はなる！

湯田 美
み み か

々花 ちゃん（田島）
〔大きくなったら...〕

　ママのように優しくて、
　すてきな大人になりたい！

大竹 陸
り く と

斗 くん（田島）
〔大きくなったら...〕

　大好きなリンゴとバナナを
　たらふく食べてやる！

室井 凜
り の ん

音 ちゃん（田島）
〔大きくなったら...〕

　大好きなおもちゃに囲まれて
　生活したい！

佐藤 亜
あ ら ん

蘭  くん（田島）
〔大きくなったら...〕

　鬼滅の刃に出てくる強くて
　かっこいい剣士になりたい！

小椋 心
こ は く

羽空 ちゃん（田島）
〔大きくなったら...〕

  ラプンツェル（塔の上のラプンツェル）  
  のようなお姫様になりたい！

鈴木 晴
は る

琉 ちゃん（田島）
〔大きくなったら...〕

　ひみつ戦士ファントミラージュ
　に変身したい！

伊藤 蓮
れ あ る

歩 くん（田島）
〔大きくなったら...〕

　ショベルカーが大好きで、
　上手に運転してみたい！

健 康 通 信
health information
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図書館図書館へ行こう！

【一般図書】

善医の罪　　　　　　　　　　久坂部　羊　著　

動物警察24時　　　　　　　　新堂　冬樹　著　

湖の女たち　　　　　　　　　吉田　修一　著　

犬がいた季節　　　　　　　　伊吹　有喜　著　

ママナラナイ　　　　　　　　井上　荒野　著　

もしかしてひょっとして　　　大崎　　梢　著　

アンと愛情　　　　　　　　　坂木　　司　著　

この気持ちもいつか忘れる　　住野　よる　著　

夜明けのすべて　　　　　　　瀬尾まい子　著　

劇場版鬼滅の刃　無限列車編ノベライズ　　　　

　　　　　　　　　　　　　　吾峠呼世晴　原作

【児童図書】

ドラえもん探求ワールド　自然の脅威と防災　　　　

　　　　　　　　　　　　  藤子・Ｆ・不二雄　まんが

ぎょうれつのできるスパゲッティやさん　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　ふくざわ　ゆみこ　さく　

夜の妖精フローリー　　　  ローラ・エイミー・シュリッツ　作　　

てあらいできるかな  　　　きむら　ゆういち　さく 　 

ハイジ上巻　　　　　　　　ヨハンナ・スピリ　原作　

エルビス、こっちにおいで　ロドリゴ・モルレシン　文　　

おばあちゃんのおうち　　　はせがわ　ひとみ　作・絵

たからもののあなた　　　　まつお　りかこ　作・絵

うごきません。　　　　　　　　大塚　健太　作　　

新 着 本 の ご 案 内

開 館 カ レ ン ダ ー

１月（Ｊａｎｕａｒｙ）

日日 月 火 水 木 金 土土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31

12 月（Ｄｅｃｅｍｂｅｒ）

日日 月 火 水 木 金 土土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

は休館日

◆今年も残すところ３週間ほど。昨年は異例の暖冬で記録的
　な雪の少なさでした。今シーズンは、どうなるのでしょうか。
◆今年を振り返ると、初めての広報紙面作成に悩んでばかりの
　日々が思い起こされます。今後も親しまれる紙面づくりに
　努めますので、よろしくお願いします。

ご意見・ご要望は

コチラまで！

E-mail ： kouhou@minamiaizu.org
総合政策課　津 吹 雅 之

編 記後集
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まちの文芸

※住民基本台帳登録人口（外国人を含む）
まちの人口　◆令和２年 12 月１日現在

総人口 １４，９６３ 人 （－２５）
男 ７，３４８ 人 （－１５）
女 ７，６１５ 人 （－１５）

世帯数 ６，５３４ 世帯 （－１１）
※（　）内は前月比　

  開館時間　午前１０時～午後６時

  電　　　話　０２４１-６２-５５２２
ＱＲコード

（蔵書検索システム）

ネット上から
本の検索、予約ができます

「誕生おめでとう」

「お悔やみ申し上げます」のコーナーは、

プライバシー保護のため削除します。

ご了承ください。

 ■ 図書館からのオススメ ①

        フランシス・Ｐ・チャーチ：文
        いもと  ようこ：絵・訳

（ 金の星社 ）

　舞台は、1897年のニューヨーク。８歳の少女は、「サンタクロースって
いるの？ほんとうのことをおしえてください」と、新聞社へ質問を
投げかける。純粋無垢な質問に対する新聞記者の答えとはー。
　世界が感動した実話を、美しく絵本化した１冊です。

    サンタクロースっているの？
    ほんとうのことをおしえてください

 ■ 図書館からのオススメ②

        トミー・デ・パオラ：作
        福本  友美子：訳

（ 光村教育図書 ）

　クリスマスの装飾品といえば、クリスマスツリー。日本でも定番の
存在ですが、その起源や由来を知る人は少ないのでは。
　どのように広まったの？オーナメントや電飾の歴史は？といった、
さまざまな雑学を絵本を通してご紹介します。

    クリスマスツリーを
　　　　　　　　かざろうよ

 ■ 図書館からのオススメ ③

        三浦  太郎：作
（ あすなろ書房 ）

　寒い寒いクリスマス・イブの夜。ある女の子が、町で拾ったのは
サンタさんのてぶくろ。「寒くて困っているだろうから、届けてあ
げなきゃ」と、決意した女の子が迎える結末はいかに。
　きれいな雪景色を背景に繰り広げられる、心温まる物語をぜひ。

    サンタさんのおとしもの

　【 もうすぐクリスマス 】

　　オススメの絵本を Ｃｈｅｃｋ !

　ご紹介する本は、図書館の新着コーナーにあります。
　ぜひ足を運んでみてください。
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南 会 津 町 ∞ アルメニア共和国

大会ホストタウン

シリーズ12

ホストタウン登録自治体がホストタウン登録自治体が

一致団結一致団結

東京オリンピックに向けた
ホストタウンとしての取り組み

　　【問合せ】　町ホストタウン推進実行委員会事務局（生涯学習課） 　電話　0241-62-5511

　10月22日、橋本聖子オリンピック・パラリンピック
担当大臣が来県され、内堀雅雄知事や、大宅町長をはじめ
とする県内ホストタウン登録自治体の首長との意見
交換会が開催されました。
　東京2020オリンピック・パラリンピック大会の情勢
や新型コロナウイルス感染症に関する課題が共有された
ほか、各登録自治体による独自の取り組みについて報告
されました。
　大宅町長からは、ホストタウン相手国であるアルメ
ニア共和国との歩み、駐日大使館を通じた交流実績を
紹介し、今後の展望について説明しました。これまでの取り組みを説明する大宅町長

　郡山市内で開かれた意見交換会
　一致団結してホストタウンを盛り上げます


